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情    報 

 

１ 教育課程の編成 

(1) 教科の目標を達成するための教育課程編成上の留意事項 

共通教科情報科の目標は、次のとおりである。 

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、情報技術を活用して問題の発

見・解決を行う学習活動を通して、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を

適切かつ効果的に活用し、情報社会に主体的に参画するための資質・能力を次の

とおり育成することを目指す。 

○ 情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理

解を深め技能を習得するとともに、情報社会と人との関わりについての理解を

深めるようにする。 

○ 様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題の発見・解決に向けて情

報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養う。 

○ 情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に主体的に参画する態

度を養う。 

身に付けるべき資質・能力は３つに整理され、相互に関連付けながら、情報化し

た社会の構成員として必須となる情報活用能力を確実に身に付ける教育の実現を目

指している。なお、共通教科情報科は、小・中・高等学校の各教科等の指導を通じ

て行われる情報教育の中核であることから、中学校の関連する教科等との連携や高

等学校の他教科等との連携をもつなど、「カリキュラム・マネジメント」の視点か

ら教育課程を編成することが重要である。 

(2) 各教科・科目における標準単位数や履修における順序性等 

共通教科情報科における教育課程の編成に当たっては、次の事項に配慮する。                                                                     

ア 科目の構成等 

科目名 標準単位数 履修の条件 

情報Ⅰ 

情報Ⅱ 

２単位 

２単位 

・「情報Ⅰ」は、共通必履修科目である。 

・「情報Ⅱ」は、選択履修科目である。 

イ 履修における順序性等 

(ｱ) 「情報Ⅰ」及び「情報Ⅱ」は、実習などの実践的・体験的な学習活動を通

して、各科目の目標を達成するために、原則として同一年次で集中的に２単位

を位置付ける必要がある。 

(ｲ) 「情報Ⅱ」は、原則として「情報Ⅰ」を履修した後に履修させる必要がある 

(3) 特色ある教育課程の編成 

次の点に配慮する。 

  ア 他教科・科目との関連 

高等学校段階における情報教育を共通教科情報科だけが担うように極めて限定
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的に捉えることにならぬように努めることが大切である。そのため、共通教科情

報科の学びによって身に付けた能力や態度を他の教科・科目等の学習において積

極的に活用できることに配慮して教育課程を編成することが重要である。 

イ 公民科及び数学科との関連 

公民科及び数学科については、情報教育についての特段の配慮や共通教科情報 

科との連携が明記されている。例えば、公民科では、第３款の２の(2)において 

「諸資料から社会的事象等に関する様々な情報を効果的に収集し、読み取り、ま 

とめる技能を身に付ける学習活動を重視すること」、数学科では、第３款の１の 

(4)において、「各科目を履修させるに当たっては、共通教科情報科の内容を踏ま 

え、相互の関連を図るとともに、学習内容の系統性に留意すること」などが規定 

されている。そのため、他の教科・科目にはない取扱いがされていることに十分 

留意して教育課程を編成することが重要である。 

ウ 専門教科情報科の科目の活用 

専門教科情報科の各科目の内容は、共通教科情報科の各科目の内容をより広く

学習できることから、生徒の多様な学習要求に応えたりすることができるよう、

共通教科情報科の各科目の履修に引き続いて専門教科情報科の科目を選択履修さ

せることができる教育課程を編成することが重要である。 

２ 指導計画の作成と内容の取扱い 

(1) 指導計画作成に当たっての配慮事項 

生徒は、中学校の各教科、道徳、総合的な学習の時間及び特別活動において、ど

のような情報活用能力（情報モラルを含む）を身に付けてきたかについて、あらか

じめその内容と程度を的確に把握して、共通教科情報科の指導に生かすことが大切

である。 

(2) 単元の指導計画作成上の留意点 

ここでは、中学校までの発達段階に応じた情報活用能力（情報モラル）を把握した上で、

科学的な理解に基づく情報モラルの育成を図る単元の指導計画例を示す。 

単元の指導計画例（５時間） 

科目名 情報Ⅰ 

単元名 (1) 情報社会の問題解決 

ウ 情報技術が果たす役割と望ましい情報社会の構築 

単元の目標 SNSの仕組みについて、情報通信ネットワークの特性を踏まえて理解させるとともに、

SNS による誹謗・中傷などの悪質な書き込み行為の実態等から問題を発見し、その適切

な利用方法について考察する学習活動を通して、情報社会に主体的に参画しようとする

態度を身に付ける。 

単元の評価規準 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 情報メディアの特性を

踏まえ、情報と情報技術を

活用して問題を発見・解決

する方法を身に付けると

ともに、情報社会における

個人の責任及び情報モラ

ルの必要性について理解

している。 

情報と情報技術を適切

かつ効果的に活用して問

題を発見・解決する方法を

身に付けるとともに、情報

社会において個人の果た

す役割や責任及び情報モ

ラルについて、それらの背

景を科学的に捉えて考察

し、その結果を適切に表現

している。 

望ましい情報社会の構築

に向けて、課題の解決に主体

的に取り組んだり、振り返っ

て改善したりして、情報と情

報技術の適切かつ効果的な

活用について工夫し、創造し

ようとしている。 
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次

程 
ねらい・学習活動 

評価規準 

［評価方法］ 

第

一

次 

 

１ 

時

間 

 

 

 

 

○ 中学校段階までに習得した SNS の概要等 

・クラウドサービスのアンケート機能を利用

して SNS の特性や生徒の利用実態について

集計し、その結果をクラス全体で共有する。 

○ 情報通信ネットワークと通信の仕組み 

・TCP/IP におけるデータ転送や ISP の仕組み

とサーバのログ情報についての説明を聞く。 

 

 

 

 

【知識・理解】 

・情報通信ネットワークと通信の仕組みにつ

いて基本的な内容を理解している。 

・IP アドレス等から情報の発信元が明確にな

る仕組みを理解している。 

［確認テスト］ 

第

二

次 

 

２

時

間 

 

 

 

 

○ SNS の利用によるトラブルの実態の考察 

・統計情報等を用いて、SNS の利用者によるト 

ラブルの実態を考察する。 

・ネットトラブルを防ぐための法規や制度に

ついて説明し、発信元を特定するのは法的

に難しいことなどについて、クラス全体で

理解を深める。 

 

 

 

 

【思考・判断・表現】 

・多くの情報を比較しなら、適切に判断して、

個人の果たす役割について、思考を深め、自

らの考えを表現している。 

［ワークシート］ 

第

三

次 

 

２

時

間 

 

 

 

 

○ 解決の方策の提案 

 ・３～４名程度のグループで SNS の「仕組み」

「法規・規則」「利用者」等の側面から解決

の方策を考察する。 

 

 

 

 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・解決の方策を主体的に提案したり、改善した

りして、望ましい情報社会の構築に向けて

工夫し、創造しようとしている。 

［ワークシート］ 

○ ワークシートの例 

◎SNS 利用者によるトラブルの実態について         １年 組 番 氏名         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上の統計情報を分析して、悪質な書き込み問題等の SNS 利用者によるトラブルがどうして発生して

いるのか、自分の考えをまとめてみよう。  

 

 

 

 

 
 

 

 

SNS の特性と情報通信ネットワークの仕組みについて 
【ねらい】パケットのヘッダ情報やデータ転送の流れなど、情報通信ネットワークに

関する基本的な知識について理解を深める。  

SNS 上にある誹謗・中傷などの悪質な書き込み問題について 
【ねらい】書き込みの発信元が特定できる仕組みであるにも関わらず、悪質な書き込

みが発生している実態について、統計情報等から理解を深める。 

SNS 上にある誹謗・中傷などの悪質な書き込み問題の解決策について  
【ねらい】情報通信ネットワークの仕組みや情報に関する法規を踏まえて、複数の側

面から解決の方策を考察する。  

「SNS上での誹謗中傷への対策に関する取組の大枠について」（2020年７月 総務省 総合通信基盤局） 
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探
究 

習
得 

活
用 

３ 主体的・対話的で深い学びの実践例 

  単元など内容や時間のまとまりを見通して、その中で育む資質・能力に向けて、生徒

の主体的・対話的で深い学びの実現を図るようにすることが大切である。その際、情報

に関する科学的な見方・考え方を働かせ、情報と情報技術を活用して問題を発見し主

体的、協働的に制作や討論等を行うことを通して解決策を考えるなどの探究的な学習

活動の充実を図ることが重要である。 

ここでは、単元や題材など内容や時間のまとまりを見通しながら、学習の重点化を図

り、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を通して資質・能力を育む効果

的な実践事例として「生徒が主体的に学ぶ場面を中心とした授業の展開例」を示す。 

 (1) 生徒が主体的に学ぶ場面を中心とした授業の展開例 

【科目】情報の科学 

【単元】第３章  問題解決とコンピュータの活用   ア 問題解決の基本的な考え方 

【単元の評価規準】 

ア  関心・意欲・態度  イ  思考・判断・表現 ウ  技能  エ  知識・理解  
問題解決にコンピュ

ータやアプリケーショ
ンソフトウェア等を活
用しようとしている。  

問題解決において、
データを活用するため
の工夫について考え、
分析・判断している。  

表計算ソフトウェア
を活用してデータから
基本的な統計量を求め
たり、表やグラフにま
とめたりすることがで
きる。  

統計的な手法を活
用して問題を解決す
る方法を理解してい
る。  

【指導と評価の計画の例】  

時
限  

学習活動等の流れ  評価規準との関連  評価の  
方法  教師の指導  生徒の活動  ア  イ  ウ  エ  

１
・
２
【
展
開
１
】 

○  表計算ソフトウェアを利用してデータを統計的に分析
する。  

 

  
 
 

 
 
 
○  

 
 
 

○  

 
 
 
実習課題  
定期考査  

・表計算ソフトウェアの関数
を用いて基本的な統計量を
求め、度数分布表やグラフ
を 作 成 す る 方 法 を 説 明 す
る。  

 

・表計算ソフトウェアを利用
して、与えられたデータか
ら基本的な統計量を求め、
度数分布表やグラフを作成
する。  

 

３
【
展
開
２
】 

○  クラスの生徒のスマートフォンの利用状況を集計し、そ
の結果を基に、表計算ソフトウェアの多変量解析の手法を
用いて、高校生がスマートフォン等を長時間利用する原因
を調べる方法を身に付ける。  

 

  
 
 
 

○  

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
ワーク  

シート１  
 

・表計算ソフトウェアによる
ピボットテーブルを用いた
クロス集計分析や相関分析
等の多変量解析の手法を説
明する。  

・分析した結果を基に、高校生
のスマートフォンの利用時
間がどのようなアプリと関
係性が強いかについてまと
め、その結果を基に、次時の
授業までに原因と解決の方
策をまとめるよう指示する。 

・高校生のスマートフォンの
利用時間がどのようなアプ
リと関係性が強いかについ
て、仮説を立てる。  

 
・表計算ソフトウェアを利用
して多変量解析を行い、仮
説の検証をする。  

 

家
庭
学
習
等 

○  仮説の検証結果を基に、解決のため  
 の方策を考察する。  

 
 

○  

    
 
 
 
 
 
ワーク  

シート１  

・仮説の検証結果をまとめる  
とともに、関係性の強いデ
ータ項目を踏まえ、解決の
方 策 を 考 察 す る よ う 指 示
する。  

・基本的な統計量や度数分布
を求め、データの概況を把
握し、ワークシートにまと
める。また、まとめたデータ
を基に解決の方策を考察 
する。  

 

主体的
な学び 

基礎的・基本的な事項のまとめ  

仮説を立てて検証  

解決の方策を提案  

 

学
習
指
導
案
掲
載 

Ｐ－６に【アンケー

ト】、【アンケートの

一部】、【集計結果の

一部】を掲載  

クラウドサービスのアンケート機
能を利用することで効率よくデー
タを集計することができる。  

次時の授業において、より
学習内容が深まるように、あ
らかじめ生徒に、家庭学習等
を利用して解決の方策をまと
めさせておく等の工夫を凝ら
すことが大切です。  



－R2情報（共通）5－ 

４
・
５
・
６
【
展
開
３
】 

○  個々で考察した解決の方策を基に、  
グループで協議を進め、グループ内の  
提案をまとめる。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○  

 
 
 

○  
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
ワーク  

シート２  
 
 
 
 
 
 
 
プレゼン  

発表  
 
ポート  

フォリオ  

・４人程度でグループをつく
り、家庭学習で分析したこ
とや相関関係がある項目に
ついて発表し合い、考えを
共有するよう指示する。  

・グループで分析した結果か
ら課題の解決策を検討し、
スライドにまとめるよう指
示する。  

・プレゼンテーションソフト
で発表し合い、相互評価す
るよう指示する。  

・プレゼン発表の反省と相互
評価を基に学習活動を振り
返るよう指示する。  

・グループ内で各自の分析や
相関を調べた結果を発表し
合う。  

 
 
・シンキングツールを活用す
るなどしてグループで課題
の有効な解決策を検討し、
スライドにまとめる。  

・プレゼンテーションソフト
を用いて発表する。  

 
・プレゼン発表の反省と他グ
ループによる相互評価を基
に学習活動を振り返る。  

 

【１単位時間の学習指導案の例】 

教科・科目名  
（使用教科書）  

共通教科情報  科目：情報の科学  
（情報の科学／○○）  

教科担任  ○○○○  

授業日時・教室  令和○年○月○日（○）○校時・ＰＣ教室  対   象  １年○組（○名）  
単元  問題解決とコンピュータの活用   

指導計画  ３ −１  表計算ソフトを用いた統計によるデータ分析  ２時間  
３ −２  表計算ソフトを用いた多変量解析  １時間（本時）  
３−３  データ分析による問題解決  ３時間  

本学習の目標  表計算ソフトを用いて基本的な統計量を求め、相関関係を調べる。  

順
序  

時間  学習活動等の流れ  評価規準との関連  留意点  

教師の指導  生徒の活動  関  思  技  知   
導
入  

５  
分  

・前時までの学習内容（実習課
題）の確認をする。  

・データの代表値やデータ
の分布、ばらつきの把握
方法を学習したことを確
認する。  

     

展
開
２  
①  

20
分  

・質的データの多変量解析と
して、ピボットテーブルを
用いて項目同士の関係を調
べる方法を説明する。  

・質的データや多変量解析
の意味を理解し、質的デ
ータの項目同士の関係を
調べる方法としてピボッ
トテーブルの操作方法を
身に付け、関係の有無や
傾向を調べる。  

   ○  ワーク  
シート１  

展
開
２  
②  

15
分  

・量的データの多変量解析と
して、相関係数を用いて項
目同士の関係を調べる方法
を説明する。  

 

・量的データの項目同士の
関係を調べる方法として
相関係数を求める関数の
使い方を身につけ、関係
の 有 無 や 強 さ を 判 断 す
る。  

 
 
 
 

○    ワーク  
シート１  

 

ま
と
め  

10
分  

・本時の学習を振り返るとと
もに、実習課題のデータでま
だ分析していないデータに
ついて、自宅等で取り組むよ
う指示する。  

・ポートフォリオに振り返
りを記述し、本時までの
学習内容を生かして実習
課題のデータ分析をワー
クシート１にまとめる。  

    ポート  
フォリオ  

【展開２における評価の一部】  

学
習
活
動  

評価
の観 
点  

評価規準  
評価  

資料  

評価基準  

Ａ  Ｂ  Ｃ  

展
開
２  
②  

思考  
・  

判断  
・  

表現  

問 題 解 決 に お い
て 、 デ ー タ の 複 数
の 項 目 の 関 係 を 分
析・判断している。 

ワーク  
シート

１  

項目から質的データ

はピボットテーブル、

数量データは相関係数

を用いて論理的に分析

し、結果を適切に表現

している。  

項目から質的データ

はピボットテーブル、

数量データは相関係数

を用いて分析し、結果

を表現している。  

項 目 か ら デ ー タ の 種

類 を 適 切 に 判 断 す る こ

とや、分析することがで

きていない。  

「 努 力 を 要 す る 」 状 況 （ Ｃ ） と 判 断 し た 生 徒 へ の 支 援 の 手 立 て  

・データの項目が量的データか、それとも質的データかを確認させ、適切な分析手法を選択するよう
支援する。  

 

深い  
学び 

対話的
な学び 

クラ ウ ドサ ービ ス を利 用 する こと
で、授業で取り組んだ課題を学校外
から も アク セス し て取 り 組む こと
ができる。  

クラウドサービスの共有機能
を利用することで、プレゼン
テーションの協働制作を効率
よく行うことができる。  

協働的な学びによる  
深まり 

次頁に【ワークシー

ト１の一部】を掲載  
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≪クラウドサービスのアンケート機能を活用した学習の流れ≫  

③集計結果を基に仮説を検証する。  

④検証した結果をワークシートにまとめる。 

クラウドサービスのアンケート機能をデータ
集約に活用することにより、効率よくデータ
を集めることができる効果がある。  

①アンケートを実施する。 

②アンケート結果が自動集計される。  

（集計結果の一部を表示）  

クラウドサービスの共有ドライ
ブ機能にワークシートを保存させ
ることで、生徒は、インターネッ
トに接続できる環境であれば、い
つでも、どこでも学習を継続する
ことが可能となります。  


